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現代の Syntaxからみた
Wortstandの機能について
寺 JI[ 央
Hans Eggersは，現代にみられるドイツ文の構造の著しい変遷，特に
名詞構文の問題を，独自の観点に立って精密に考察しているが，それに関
する幾多論文のうちの一つである，，Wandlungenim deutschen Satzbau" 
の中で， Wortbildungslehreは，単に個々の問題としてみられるばかり
でなく，文の構成全体に著しい影響を及ぼすものであるとのべている。
最近， ドイツや我が国においても注目をひいている所謂，名詞構文の問
題＼更に，筆者が先にとりあげた be-の問題2を例にとってみても， in
einem Hause wohnenで，この wohnenに beー を用いると， einHaus 
bewohnenとなり， aufeine Frage antwortenは， eineFrage beant-
wortenとなって， ここに文の構成上， かなり変化が生じてくるわけで
ある。
これについて Eggersは，上述の論文で，次のようにのべている。，，Ein
Strukturwandel wiirde freilich eintreten, wenn sich zugleich auch 
die Wortbildungsgewohnheiten andern…… 
Diese Beispiele zeigen aber schon, daB Wortbildung immer auch 
ein syntaktisches Problem enthalt. Sie hat Riickwirkungen auf den 
Satzbau"3 
この一文でわかるように， Syntax といっても， 現在では， 意味論の
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Semantikが，意味 Bedeutungそのものに用いられているのと同様に，
この場合の Syntaxは， Satzbau,Satzform, Satzgestalt程度の意味に
用いられているようである。
もっとも， Syntaxの概念そのものについては， 1963年の日本独文学会
誌上で，詳しく論ぜられているが4, この Syntaxをもっともせまく解し
た Satzlehreの場合には， Duden文法の旧版をかいた OttoBaslerは，
これを Satzbaulehre とし，東独の WilhelmSchmidt は， dieLehre 
von Aufbau der menschlichen Redeとみなしている。
さて，この複雑な Syntax全体の概念については，既に1915年， Her-
mann Paulの流れを汲む HansNaumannが，，Kurzehistorische Syntax 
der deutschen Sprache"の中で， Paulのいうように， Syntaxは形態論
よりもむしろ意味論の一部である， と同時に，特に言語の機能論ともみる
べきものであるとのべている。 5
この機能論が， Syntaxの概念の中心をなしているものとしては， こと
に KarlVoBlerの，，FrankreichsKnltur und Sprache" (2. Auflage 
Heidelberg 1929 S. 250 ff)における Artikelsyntax,Kasussyntax, Ver-
balesyntaxなど，又， ローマンス語学者の MoritzRegulaの，，Grundle-
gung und Grundprobleme der Syntax (1951)"における Lautsyntax,
_Wortsyntax, Satzsyntaxのように，何れも機能論であろう。
特に最近では，以前に Paul-Brauneの Beitrageに掲載され，後1962
年に公表された JohannesErbenの論文，，Prinzipielleszur Syntaxfor-
schi.mg"においては， Syntaxそのものを，形態及び機能からみた文の構
造と考え，単なる Satzlehreと区別して，次のようにのべている。
,,Die Satzlehre untersucht die formale Struktur der Rede, die 
Lehre von Bedeutung und Gebrauch der Wortklassen und Wortfor-
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men die funktionale (innere) Struktur; beide erganzen sich in der 
Erforschung und Darstellung des syntaktischen (formalen und funk-
tionalen) Aufbau der Rede zur Syntax. 
Gegenstand der Syntax ist also die vom Sprecher und den Bedin-
gungen seiner Sprech-(bzw. Schreib-) situation geformte Redeeinheit 
(der Satz als sprachlichen Gesamtausdruck eines Geschehens oder 
Seins) in ihrer formalen und funktionalen Struktur, so wie ihre 
Einfiigung in kompliziertere sprachliche Gebaude. "6 
これはかりに最近の理論の一部を示したにすぎないが，要するに内容論，
即ち機能論であり，又形態論でもあるのであるが，同時に，内容や形態そ
のものをも意味していることもしばしばあるといえよう。
さて，本論にうつって， Wortstand,更にその下位概念としての Wort-
nischeについては， すでに二回にわたり解明をこころみたのであるが，
要するに Wortstandは，機能をひとしくする，形式の異なった語の集ま
りであって， LeoWeisgerberの提唱する inhaltbezogeneWortbildungs-
lehreの主要概念を形成するものであり，特に此の場合の Standは，
Bestand程度の意味ではなかろうかと考えられる。
ところで，動詞の Wortstandについては，このような見地から Weis-
gerberは， ,,DerMensch im Akkusativ (1958)"及び，同じ年の "Ver-
schiebungen in der sprachlichen Einschatzung von Menschen und 
Sachen"において， H.Ibachの見解に賛意を表して，最近他動詞が急激
に増加してゆく傾向をとらえるのに，いわゆる inhaltbezogeneWortbil-
dungslehreから，八つの方向を考え，そこにこのような Wortstandeが
考えられうるかを求めている。即ち， 動詞から新たにつくられるものを
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einen zu einem Handeln bringen という意味で， kausativeVerben 
（令動詞，又は使役動詞）．名詞からでるものを einenmit etwas versehen 
という意味で ornativeVerben (いわば，装備的動詞）， entwaffnenのよ
うに einender Waffen beraubenとなるのを privativeVerben (いわゆ
る否定的動詞），更に versklavenが einenzum Sklaven machenと解
されるところから einen zu etwas machen という意味で effektive
Verben (結果動詞）と考え，形容詞から派生するものとして， befreien
のように einenfrei machen, 即ち einenin einem Zustand versetzen 
という意味になる動詞を，faktitiveVerben(作為動詞）と考えるのである。
この他，動詞的な可能性の内部にも，他動詞へといたる道があり，とり
わけ Aktionsartenゃ， Aspekteにおいて考えられる perfektivの，た
とえば iiberMenschen und Lander herrschenが， Menschenund 
Lander beherrschen というように，完了の Verbendes Erreichens 
（達成の動詞）がある。更に Zusammensetzungen によるもの，たとえ
ば aneinen schreibenが， einenanschreibenとなるもの，或いは中世
フランス語の不定詞の語尾の -ierと， ドイツ語の不定詞の語尾—en があ
つまった—ieren, たとえば informierenのような Fremdbildungen な
どものべている。これらの中で，名詞，形容詞，動詞から出たものと考え
られる Ornativ,Faktitiv, Perfektivが，それぞれの中で重要と思われ
るので， この三つの Wortstii.ndeを中心に， その機能をさきにのべたよ
うな Syntax,機能論，即ち機能文法論の見地から考察したいと思う。
さて， Ornativとよばれるものは， Verbendes Versehensであって，
名詞から派生した動詞，即ち名詞であらわされているものを versehen,
ausstattenすることを意味しているような動詞である。
これには， さまざまな形式による派生手段があるが， 先ず salbenゃ
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olenなどのような単純な形式があげられる。 しかしこれは， ごく一部分
にかぎられていて，他はもっとはっきりとした造語の手段，即ち be-ゃ，
ver-という前綴や， -igenのような Nachsilbeなどをとるようになるの
である。
Wortnischeの一例を示すものとして，ここで， Ornativの be-Nische
ゃ，ー igen-Nischeの中， 注目すべき機能について二， 三ふれてみたいと
思う。
be-Ornativeと考えられるものは，一番よく，内容からみたさまざまな
特質を洞察させるものといわれているが，数の上からみても， be-Verben 
のおよそ半分までが，今日の言語感情からみて名詞から派生したものと考
えられ， mitetwas ausstattenとして理解されるものである。そこで，
Qbjektとしてどのようなものをとるかということは， Syntaxからみても
注目に値いするものであるが，その本性から当然人にだけ，或いは物にだ
けとかぎられる動詞がある。しかし beobachtenゃ beurteilenなどは，
人も物も Objektにとれるし，物に対しては beanspruchenとか， beno-
tigenのようにせばめられてゆく傾向もあり，一方又，人間の Objektを
全くとらない beschadigenもあるということになるのである。
be-Ornativeは，又ある範囲では， -igen-Bildungen とむすびついてい
る。これらが法律的な，又，官庁的な用法の領域で発展してきたことは，
Lev Weisgerberの"Dieheutige Leistung der Verben auf -igen" (Kolo 
und Opladen, 1958 S. 109ff)にものべられている通りである。ところ
で be-igen-Bildungenの多くは， beaufsichtigenが einemAufsicht 
zuwendenと考えられるように， Ausstattenよりも Zuwendenに近い
ようである。一般にーigen-Ornativeは Zuwenden と感じられるようで
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あるが，このようにみてくると， ornativの Wortstandといっても，そ
の中にはいくつかの全く同じとはいえない表現方法が入っていて， einen
mit etwas versehenという観点が，つよめられると einenmit etwas 
ausstattenとなり，又， よわめられると einemetwas zuwendenとな
るのである。そして更に，ーigen動詞においてみられたように， angstigen
ゃ beleidigenとなると ineinem Angst, Leid erwirkenといいかえら
れるような，いわゆる ErwirkenのVarianteまで感じられるのである。
数の上でも，その働きの上でも，つよい力をもっている ver-Ornativeは，
vergoldenゃ verfarbenのように，金属や色などの， いわば外皮を
versehenすることから進んで，さまざまな形式によって飾るという意味，
更に度をすごすという Varianteを示している。外国語に由来する，たと
えばーierenなども， versehen をあらわすのであろうが， 発展する領城
が，絵画の技法や，軍隊などといった二つにかぎられているようである。
このようにornativのWortstandの内部には，単に，その程度とか，結
果ののぞましさによってちがいがあるだけでなく，前述の如く Versehen 
のさまざまな段階が区別されていて， bekleidenのように， Ausstattenと
いう完全な遂行にまでいたることもできるし，又 bewaffnenのように，
多少共， 範囲のひろい Versehen に関係することもある。又，物質的な
ものにだけ，或いは又， beneidenのように，精神的な Zuwendenだけ
が問題にされる場合，更にはその内的な Erwirkenが angstigenのよう
にあらわれるのであって，このようなニュアンス， VariantenがOrnative
の内容的な作用を判断する場合にも必要になってくるのである。
一方，形容詞から派生する他動詞は， Faktitivとしてとらえられるの
であるが， これには， 古くから行なわれている scharfenなどのように
scharf machen に加えて， erhohen のような erー をはじめ， be-,ge-, 
ver-, ent-, zer-などの派生や，ーigenゃ-ierenといった Nachsilbeによ
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ってつくられている。しかし be-Faktitiveも，ー igen-Faktitiveも，すで
に個々についてしらべたように，先の Ornativeにくらべて生産力におい
てはるかにその力を失なっているように思われる。 ver—によるもの，又
er-Bildungenもあるが，結局は形容詞から動詞が派生するということは，
非常に制限されているといえるのである。
つづいて， Perfektivについて考えてみると，元来，動詞がつくられる
場合，その動詞の語幹について新しい造語をするとまではゆかなくても，
AspektゃAktionsartによるニュアンスをおびた，一つの独自性のある
ことに気付く。 Weisgerberのいうように現実の存在を言語によって意
識されたものへ移すという，いわゆる，あらゆる言語のもつ根本原則に従
って，いわばWort,語としてあらわれる場合には，言語を通して把握され
る出来事それ自身だけが問題になるばかりでなく，むしろどのようにして
こうした出来事がとらえられているかという，その様式や方法が，問題に
なるのであろう。いうまでもなく，常に言語というものは，客観的なもの，
即ち，人間外的ともいうべきものと，主観的なもの，即ち人間内的なもの
とが結合しているその結果なのであり，この点からみても， Wilhelmvon 
Humboldtが， かって言ったといわれる｀言語から， 人間がのぞいてい
る”ということばが，これによってはじめて理解されるのである。そして
この事を手がかりに，そのような結果の中へ立ち入ってゆくのは，言語を
研究する上で，特に注目に値いする対象と考えられるわけである。
そこで，動詞という領域の中でも，人間が手を加えるその主要な形式の
一つは，さまざまな見方ができるのであるというそのことであって，これ
に従って，ある行為ある出来事が観察されるのである。だから，それが
Aktionsartであり， Aspektなのであるが， Weisgerber によれば，出
来事の経過様式という意味で， 客観的な Aktionsart(これは，様態，態
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様，態，相などいろいろの訳語があてられているが，相が一番多いのでは
ないかと考えられる。）この AktionsartをAblaufart とすると， 一方，
時間的様式とならんで，或る事態や出来事に対する主観的な見方や，解釈
をあらわすものが， Aspektであるといえよう。
さて， このような関係の中で， 最も大切なものの一つが， ここでいう
Perfektivierung, 即ち，完了化ということである。たとえば， bauenとい
うのは，建物が，できあがるというのにふさわしくなるまで， steigenと
いうのは，高い所にまで達することが必要になってくるのである。ドイツ
語では，このような場合，特に bauen: erbauen ; besteigen : ersteigen 
というように， be- ゃ er—といった動詞の前綴の中にあらわされていると
いうのである。 be-Ornativeゃ， be-Faktitiveにおいても， kleiden: be-
kleiden ; ・zahmen : bezahmenとならべてみると，何か完了的なひびきが
きかれるし， bestrafenはStrafeについて考えればよいのか， strafenに
ついて考えられるのかがきめがたいような場合，そのような be-Ornative
ゃ，又， be-Faktitiveについても，明らかに第三の主要な Gruppe,即ち，
be-Perfektiveが影響を与えていると考えられるのである。
Walter Henzenは，その著，，DeutscheWortbildung" (1965)において，
J. Grimmのことばとして， be-派生が本来その中に持っている機能を，
,die viel-oder allseitige Einwirkung, die ganze und volle Bew出tigung
des Gegenstandes"として引用しているがa, このような場合， 本来他動
詞であるときは，すでにある性格をつよめるだけだが，自動詞がその出発
点になっていると， Akkusativ をつくるという性格を示すのだといえよ
う。即ち leuchtenが， beleuchtenとなるのだが， einemdrohenが， einen
bedrohenとかわるのであって，ここでも又， Syntaxからみて， その構
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造上の変化と関連をもってくるのである。たとえば，はじめにのべたよう
に，前置詞による構文も， aufeinen Berg steigenは， einenBerg be-
steigenとなり， iiberetwas klagenは， etwasbeklagen となって，
Akkusativobjekt にかえられてしまうのである。 又，人の Dativは，
Objektとしては， Akkusativになるのであって， einemdienenがeinen
bedienenに，又， zueinem redenは， einenberedenとなるのである。
更に be-派生による他動詞の多くが，新しい種類の Objekt をとること
も大切と思われる。つまり， einLied singenであったのが， einenMen-
schen besingenとなり，又，WassergieBenは， BlumenbegieBenとな
るのであって， Geldstehlenが， einenMenschen bestehlenとなる場合
にも，新たに人の Akkusativがでてくるのである。又，新しい Objekt
がつくられる過程で，はじめにあった Akkusativobjektがなくなってし
まった， einemetwas liefernは， einenmit etwas beliefernとなって
くると，いわゆる， Weisgerberの強調している，人の対格化，及び物の
具格化， 即ち Akkusativierungder Person und Instrumentalisierung 
der Sache9があらわれてくるわけである。
つまり，はじめは，何かを供給された｀人”が， Akkusativobjektとな
り，一方，本来は処理される対象であった"物”が，道具となり，又手段
となるのである。この傾向は， etwaswerfen : einen mit etwas bewerfen 
のような例でもわかるように， perfektivなbe-Bildungに，特につよく，
はっきりとあらわれるようであるが， Ornativのどれについても同じであ
って， einemein Leben gebenが， einenmit einem Gut belehnenの
ように，人は Akkusativとなり，物は具格化してゆくのである。
ところで perfektivな動詞に似ていると考えられる，たとえば， erーを
伴なう動詞と， be-Verbenとをくらべてみると，外見的には同じように見
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えながら，仔細にしらべてゆくと， steigen : besteigen : ersteigenなど
という例でわかるように， be-Perfektiveは，行為をある重要な一点にま
で至るものとしてつづけてゆくのに反して， resultativな erー は，考えう
るかぎりのひろがりにまでやりとげるというちがいがみられる。従って
er-Bildungenの場合には， einenbittenが， etwasvon einem erbitten 
というように，人の Objektを背後においておくにとどまり，むしろ，人
の Akkusativが，物の Akkusativにおいはらわれるのである。これが，
be—になると， etwas liefernが einenmit etwas beliefernとなるので
あるから，先の引用によれば，きわめてしっかりとむすびついていた die
viel-oder allseitige Einwirkung, die ganze und volle Bewaltigung des 
Gegenstandes といった機能が，ここでは， beとer-Bildungenという
二つに分けられて，対格化するといっても，二重の方向，即ち miteinem 
um etwas kampfenが， 一方では einenwegen etwas bekampfenとな
り，又，他方では， etwasvon einem erkampfenとなるのである。
Weisgerberのこのような見解に対して， ,,Sprache in der unver-
standene Welt" (1959)で有名な HerbertKolbは， ,,Der inhumane 
Akkusativ (1960)"という論文で，人の対格化は，以前から用いられてき
たと反論をこころみているが，これが今世紀になって，特にナチの時代の
ころから，著しく増加してきたことは，何といっても，動かすことのでき
ない事実と考えられる。
従って，以上，動詞の主要な三つの Wortstandeについて観察してみ
ても， Syntax という観点からすると，一つの重要な傾向として，他動詞
が拡張してゆくと，対格化， Akkusativierungということが考えられたの
である。しかし一方では， Gewichtに対する Gegengewichtという現象
は，いずれの時代にも，あらゆる Sprachlebenにみられる言語史上の原
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理ともいうべきものであって，いわゆる Entakkusativierungも，即ち，
他動詞の衰退を意味する道も考えられるのである。動詞を，いわゆる，ぃ
いかえによって，人間の Akkusativobjektをなくす場合，たとえば einen
bitten : etwas von einem erbitten などがあるであろうし， Kausative
とみられる動詞は，むしろいいかえると，たとえば laufenlassen, laufen 
machen, zum Laufen bringenとなる道もあろう。 Ornativについていえ
ば einemKleider gebenというように， gebenをつけると，こうした内
容をあらわすことができる。その他，いろいろと，こうした傾向もみられは
するであろうが，先の，人の Akkusativierungゃ，物の Instrumentali-
sierungの反対現象として，はっきりと立つものは少ないのではなかろう
かと思われるのである。
さて，これで主要な動詞の Wortst細 deについての小論を終りたいと思
う。先にのべたように，人間の言語は，客観的なものと主観的なものがま
じりあっているのであろうから，この問題が Wortfeldの概念と同様に，
言語の静的な研究，即ち内容の研究，又，その動的な研究，即ち，その機
能や作用の研究にも，きわめて重要な役割を演じている事実を，十分につ
け加えておきたいと思う。
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)>Über die Leistung des sogenannten Wortstandes, von der 
Syntax in der gegenwärtigen Sprachforschung aus betrachtet<( 
Hans Eggers betont in seinen „Wandlungen im deutschen Satzbau" 
(1961), daß anch die Wortbildungslehre im Znsammenhang mit der 
Syntax steht. So müssen also die beiden Hauptbegriffe der inhaltbezo-
genen Wortbildungslehre, Wortstand und Wortnische, bei einem syn-
taktischen Problem eine sehr wichtige Rolle spielen. Nun hat der Beg-
riff der Syntax in der gegenwärtigen Sprachwissenschaft verschiedene 
Bedeutungen: erstens Formenlehre des Satzes, zweitens Funktions-
oder Bedeutungslehre; außerdem bedeutet derselbe Begriff manchmal 
sowohl Inhalt als auch Gestalt. 
Unter diesem Gasichtspunkt könnte man wohl in der Leistung 
des Wortstandes einen Berührungspunkt von Wortbildungslehre und 
Syntax finden. Unter den verbalen Wortstände wie Ornativ, Faktiv, 
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Perfektiv usw., auf die Leo Weisgerber bei der heutigen raschen 
Zunahme der transitiven Verben schon in seinen „Verschiebungen in 
sprachlichen Einschätzung von Menschen und Sachen" (1958) hingewie-
sen hat, können wir eine Neigung zur „Akkusativierung der Person 
und Instrumentalisierung der Sache " bemerken (so z. B. einen mit 
etwas bewerfen, statt etwas werfen, einen mit einem Gut belehnen, 
statt einem ein Lehen geben). 
Nach Hans Eggers tritt ein Strukturwandel freilich ein, wenn 
sich zugleich auch die Wortbildungsgewohnheiten ändern. So möchte 
ich behaupten, daß neben dem sogenannten Wortfeld dieser Wort-
stand eine schwerwiegende Rolle spielt. 
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